
         

 (資料) 過収受となる乗車パターン例 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

バス降車停留所 

(乗継指定停留所) 

＊（３）の乗車区間が②区の場合、バス料金の差額が大人 110 円以上(小児 70円以上) 

290 円 (バス定期区間含む料金) 

地下鉄乗車駅 

(乗継指定駅) 

地下鉄 

降車駅 

定期区間外 

200 円 

250250250250 円円円円(地下鉄定期区間含む料金) 

定期区間外 

160 円 

（２）（２）（２）（２）第 1利用バス 

定期区間外のバス停留所から乗車して 

定期区間内の地下鉄乗継指定停留所で 

降車 

バス乗車 

停留所 

SAPICA 定期区間 

（３）（３）（３）（３）第 2利用地下鉄 

定期の地下鉄乗継指定駅から地下鉄に 

乗車して定期区間外の地下鉄駅まで乗

り越して降車 

地下鉄降車時に引き去られる地下鉄料金が正規の料金よりも一件につき 20円から 170円 

(小児の場合は 10 円から 90 円)多くなる。 

上記（１）から（３）までのすべてが揃う乗車パターンで、かつ、 

バスの定期区間外と定期区間を含むバス料金の差額が 90 円

＊

以上（小児の

場合は 50円以上）となる場合に限り事象が発生 

この例では 

正しくは地下鉄の定期区間外２００円を徴収すべきところ、 

誤って地下鉄定期区間を含む２５０円を徴収してしまい、 

５０円過収受となる。 

この例では 

バス降車時 160 円引去り 

（１）（１）（１）（１）バス・地下鉄乗継 SAPICA 定期券を使用 


